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<Program4 [vdp_eul] >の makefile  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<Program5 [vdp_eul_f] >の makefile  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

vdp_eul: main.o ini_v.o data_l.o input_step.o euler.o 
(←Tab→) gcc -lm -o vdp_eul main.o ini_v.o data_l.o input_step.o euler.o 
 
main.o: main.c 
(←Tab→) gcc -c  main.c 
ini_v.o: ini_v.c 
(←Tab→) gcc -c ini_v.c 
data_l.o: data_l.c 
(←Tab→) gcc -c data_l.c 
input_step.o: input_step.c 
(←Tab→) gcc -c input_step.c 
euler.o: euler.c 
(←Tab→) gcc -c euler.c 
 
main.c: vdp_eul.h 
ini_v.c: vdp_eul.h 
data_l.c: vdp_eul.h 
input_step.c: vdp_eul.h 
euler.c: vdp_eul.h 

vdp_eul_f: main_f.o ini_v.o data_l.o input_step.o euler.o 
(←Tab→) gcc -lm -o vdp_eul_f main_f.o ini_v.o data_l.o input_step.o euler.o 
 
main_f.o: main_f.c 
(←Tab→) gcc -c main_f.c 
ini_v.o: ini_v.c 
(←Tab→) gcc -c ini_v.c 
data_l.o: data_l.c 
(←Tab→) gcc -c data_l.c 
input_step.o: input_step.c 
(←Tab→) gcc -c input_step.c 
euler.o: euler.c 
(←Tab→) gcc -c euler.c 
 
main_f.c: vdp_eul.h 
ini_v.c: vdp_eul.h 
data_l.c: vdp_eul.h 
input_step.c: vdp_eul.h 
euler.c: vdp_eul.h 
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数理解析学演習（ﾃﾞｰﾀのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄ゙とｱｯﾌﾟﾛｰﾄ゙ について） 

①ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの変更 

<euler.c> 

#include "vdp_eul.h" 

#define  EPSILON  0.5   （← 個人毎に数値を変更する） 

 

②ｺﾝﾊﾟｲﾙのやり直し（以下の手順、または makefile の利用「~$> make」） 

「~$> gcc ‒c euler.c」 

「~$> gcc -lm -o vdp_eul_f main_f.o ini_v.o data_l.o input_step.o euler.o」 

 

③ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行（以下の数値を入力すること。） 

「./vdp_eule_f」 → 「x = 1」→「y = 0.1」→「Input a step time = 0.01」→「Input n? = 2500」 

 

④data.txt のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

「Winｓｃｐ3」の起動（「Winｓｃｐ3」をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ） → 「ﾎｽﾄ名 boltzm2.eng.u-toyama.ac.jp」 

→「ﾕｰｻﾞー 名の入力」 → 「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力」 

→ ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗの手順で、「program5 の中の“data.txt”ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする。」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（補助）「ffftp」、もしくは「ftp」でも同様の操作ができます。 

ftp での操作方法：「ｽﾀｰﾄ」→「ﾌｧｲﾙ名を指定して実行」→「ftp boltzm2.eng.toyama-u.ac.jp」 

→「user ID の入力」→「ﾊﾟｽﾜｰﾄ゙の入力」 

（失敗したら「ftp> user ID」と入力する「例 ftp> user seta」） 

→「pwd」「cd ○○○」「ls -la」等で、ｻｰﾊﾞ（boltzm2.eng.u-toyama.ac.jp）上のﾌｧｲﾙを探す。 

→「lcd」「lcd ○○○」等で、ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする PC 上のﾌｫﾙﾀﾞの確認・移動をする。 

→「ftp> get  data.txt」で、ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄ゙する。」 

→「ﾏｲﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ（or ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ）でﾌｧｲﾙ“data.txt”を確認する。」 

学籍番号“104704XY”の XY の部分を取り出し、「 #define  EPSILON  X．Y 」とする。 

（例）“10470432”の場合“、xxxxxxx32”の“32”を取り出し、「#define EPSILON  3．2」に変更する。 

１．ﾛｰｶﾙﾎｽﾄ（PC）

上のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ先を

指定する 

２．Ctrl ｷｰを

押しながら、ﾏ

ｳｽをｸﾘｯｸ 

３．「ﾌｧｲﾙ」→「ｺﾋﾟｰ」→

「新しい画面上で：ｺﾋﾟ

ｰ」で、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ開始 
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⑤ｴｸｾﾙの起動 

ｴｸｾﾙの起動後→「ﾌｧｲﾙ」→「開く」→「ﾌｧｲﾙの種類：すべてのﾌｧｲﾙ(*.*)」→「data.txt をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ」 

→「ｽﾍﾟー ｽによって右または左に揃えられた固定長ﾌｨｰﾙﾄ゙のﾃﾞー ﾀを選択」→「次へ」 

→「区切り位置を設定」→「次へ」→「完了」 

 

⑥ｸﾞﾗﾌの作成（「ｸﾞﾞﾗﾌの種類：散布図」で下記のようなｸﾞﾗﾌを描く） 

-10

-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

-3 -2 -1 0 1 2 3
系列1

 
⑦ｴｸｾﾙのﾌｧｲﾙを、ﾌｧｲﾙ名を学籍番号で保存する。「ﾌｧｲﾙの種類：Microsoft Excel ﾌﾞｯｸ (*.xls)」 

（例）学籍番号が“10470432”の場合“10470432.xls”で保存する。  

 

→ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗの終了 

 

⑧ｴｸｾﾙ・ﾌｧｲﾙ“（学籍番号）.xls”：例）10470432.xls のｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 

「Winｓｃｐ3」の起動（「Winｓｃｐ3」をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ）ただし、既に起動している場合は、そのまま利用する。 

（→ 「ﾎｽﾄ名 boltzm2.eng.u-toyama.ac.jp」→「ﾕｰｻﾞｰ名の入力」→「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力」） 

→ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗの手順で、「program5 へ“（学籍番号）.xls”ﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする。」 

 

１．Ctrl ｷｰを

押しながら、ﾏ

ｳｽをｸﾘｯｸ 

３．「ﾌｧｲﾙ」→「ｺﾋﾟｰ」→

「新しい画面上で：ｺﾋﾟ

ｰ」で、ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ開始 

１ ． ﾘ ﾓ ｰ ﾄ ﾎ ｽ ﾄ

(boltzm2.eng.toyama-

u.ac.jp)上のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

先を自分のﾎｰﾑ・ﾃﾞｨﾚ

ｸﾄﾘにする 

例：/home/seta 
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「Winｓｃｐ」の「×」ﾎﾞﾀﾝを利用し、Winｓｃｐを終了する。 

 

⑨ｴｸｾﾙ・ﾌｧｲﾙ“（学籍番号）.xls”：例）10470432.xls の確認 

ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄ「boltzm2.eng.u-toyama.ac.jp」上で、「ｌｓ」ｺﾏﾝﾄﾞを利用し、ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ「program5」の中に、“（学籍

番号）.xls”が存在するか確認する。 

 

 

FTP ｺﾏﾝﾄﾞ一覧 

put 一個のﾌｧｲﾙをﾛｰｶﾙﾏｼﾝからﾘﾓｰﾄﾏｼﾝに転送  

mput 複数のﾌｧｲﾙをﾛｰｶﾙﾏｼﾝからﾘﾓｰﾄﾏｼﾝに転送  

Get 一個のﾌｧｲﾙをﾘﾓｰﾄﾏｼﾝからﾛｰｶﾙﾏｼﾝに転送  

mget 複数のﾌｧｲﾙをﾘﾓｰﾄﾏｼﾝからﾛｰｶﾙﾏｼﾝに転送  

del ﾌｧｲﾙを一個削除  

mdel ﾌｧｲﾙを複数削除  

cd ｶﾚﾝﾄﾃ ｨ゙ﾚｸﾄﾘを変更  

pwd ｶﾚﾝﾄﾃ ｨ゙ﾚｸﾄﾘを表示  

mkdir ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを新規作成  

ls ｶﾚﾝﾄﾃ ｨ゙ﾚｸﾄﾘ直下のﾌｧｲﾙとﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを表示  

lcd PC 側のﾌｫﾙﾀﾞを表示． 

lcd （ﾌｫﾙﾀﾞ名） PC 側のﾌｫﾙﾀﾞを変更 

? ｺﾏﾝﾄ゙ 一覧を表示  

close 接続を閉じる  

open 接続を開始する  

bye または quit 終了 

 

（補助）「ffftp」、もしくは「ftp」でも同様の操作ができます。 

ftp での操作方法：「ｽﾀｰﾄ」→「ﾌｧｲﾙ名を指定して実行」→「ftp boltzm2.eng.u-toyama.ac.jp」 

→「user ID の入力」→「ﾊﾟｽﾜｰﾄ゙の入力」 

（失敗したら「ftp> user ID」と入力する「例 ftp> user seta」） 

→「pwd」「cd ○○○」「ls -la」等で、ｻｰﾊﾞ（boltzm2.eng.u-toyama.ac.jp）上の 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ：program5 に移動する。 

→「lcd」「lcd ○○○」等で、ﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする PC 上のﾌｫﾙﾀﾞとﾌｧｲﾙの確認をする。 

→「ftp> put  (学籍番号).xls」で、ﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする。」「例 ftp> put 10470432.xls」） 


